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11月日日、素晴らしい紋晴れの下、伊野町へ行ってきましたo
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伊野町における在宅要介護者支援体制

多職種によるチ-11;0口一子
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伊野 町におけ

‘【伊野町の在宅支援の基本方針】

1.対象者のニ四ズに即した迅速な対応

:2.対象者の「自立Jを目標とした支援 E

13.多職種によるチームケア活動

:4.常に保健、福祉、医療の統合した

活動づくり

5.行歌と住民ので体イじした活動づくり

る在宅ケア

E措動方針】'

1.残存能力を引き出そう

2.みんな鹿らせよう

3.外民連れ出そうJ

4.仲間qj中化入ヲてもらおう

. 5.自宅浴槽での入浴を i

6.介護者の介護負担の軽減を i

目標:常1:保護i福祉、医療のー体化した活動づ(りを!
〈伊野町の活動の特鴛l

1. r総合健康センターJが在宅ケアにおける保健、福祉、医療の殆どのサ』ピスが

統合されており、総合相談窓口 Jヶアヤネージメンネ繊関プサーピス鑓供機関と

して位置づけられている。

2.保健、.福祉、医療に境界がなく、常に「主役は住民Jと据えながら、各機関J各

職種がチームとな唱で活動をしている。

3.最も優先されるのは「現場スタッフの意見Jである。ポ bムア γプの活動方針が

撤底している.

4.現場と行政の責任者の交流がB常的になされている。

5.緯合健康センターの周辺に国保組合主仁淀靖臆・老人保健施設「仁淀清流苑J • 
町立特別養護老人ホーム「借蟻荘J等が構接していて、非常に連携しやすい環境

条件にある。

6.医師会との連携が非常に良い。

i7.住民の自主的な地域活動カ惰性化してきた.
E思理常弓曹
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伊野町 f弁護機器製作グループ育成講J*J

《語的)) ~議齢畿舎の輔請をと i建時位、高齢離審者、特 iこ在宅購審審は確翼に増
加しているe

そのため、若草宅樺審者の f畠立Jを盟揮とした在宅保鰭揺を11:サ-l::"
ス(J)克翼はさ望書義重量饗となってくるe 中でも、自常生器動作的麗立と介
麓審の分離負鵠の轄績のため、介護機器の話用時必重要不可欠である雲
ただ、現行の介醸機器の給付額u費{罷智生器購具給付制捜}ーのみで段、
これから増加する高齢陣審響のすべてをカパーするには融界がある ε

そこで、紺F自の多いゴト麓磯器部比較的響轟iこ融i停できることから、龍
農を対象に升鰻機器及tJ1t-鐘用品製作のための鵠成韓盛者関離すると
ともに、分譲への関心を高めること金を髄的としてこの事業を翼擁す
るε

《対象者》 ブト鵠機器3えてF介、謹舟品を製作 Lてみようという意欲のある人

者活動翼繍》
、 H8.12 -. 目立3 H9.4 """自問3

喜善{寵菌数 . 5間 1 2盟
事

葉人員 2 2人 3 3人

!麗人員 6 6人 1 1 1人

一一
H 9. Z シャワーチ;:x:.アーやトイレガード等の製作品を在宅謹たき静者

へ貸出額始4

H 9. 1 2 特饗 nw重軽荘j より升韓機器製持グループiこゴト鰻機器の製作註
文あり主

H 1 O. l 窟主グループ「介言葉機器製作グループj ができる c

H 1 O.人一 2 特書量 q昔話題荘j へ桂文製作品を納める z

シャ 9-チェア 8台
配贈官 2 0合
シャンプー台 6台
ベールキャリ 6台

《購鹿内容麗v講師》

H9年 イレタターで作れるブト聾機器 {講師 理学事襲語

ベッ bや車暢子での姿勢を楽にする用品各韓

4月
5月
号丹
7月
8丹
9Jl 

(講師 作業舗法士}

1 0月
1 1 )ヨ
1 2月

H 1 0年 I月
2月
3月

身体を安金iこ保持するための介謹属品{講師

建主購 での生活を快適に {講師

3 

理主幹事襲主主土}

作業壊法



ftl襲穣醸tsH12年41事tJ'6噂入をされるに塑詑り、くもしの学審議で培、盤豊重量草

加盟差益著書費錯いて麓署長関曹霊堂し詑@童話の7雪量t習を警告んと主義盤レ1まいので草野の語塾大

饗売さそううと騒い霊堂す。

tJi、をきて鵠簡でi議どう主まってい誌のだろうかと、撞整to錨違憲地で諮る高知醜の静

野鶴へ研購!こ野君ましだ。く告しの重量の鶴代金畏で話番つ売さ丸井賞5患の韓関で Fすこ

やかせンターを静野」をすみずみまで舞撃させてもらっ定。擁重量宅5'-':まちしいが、そ

の語翻訳器{こi事簡を覧強るものがあっ患。それぞれの電車牲を部輩出し、臨立!こ開け

て播噂してい番。重軽鱒iこ盟立して蝶立っていく人1St，時人かい詑という善悪i語、本識の

重量奪事って、時iこl草署警びしく、時iこi諒や惑しく、大麓悲夢霊力がいった事事だろうe こ

れこそ犠霊童謡霊告の麗の題鵠査費量悲しておちれると覇tJf.芝生がっ詑e

京!こ購瞭査部いたの!謀、 r:rr喜重機購鱒倖グループjの醗母錨み!こついて東芝。 ft麓櫨

著書賂11'麓芝生れる人事騨聖霊長さが、11'離する人の麓鐙軽擁{こi草騨要望事著書欠の鞠だtJ't..鱒

構悲鳴く購入しiこくい占そζで静聖書轄でi謀、結離が盟事年霊童より、雛体グJむーブ童童

書~I藤喜襲警を毎年開警鐘了霊堂tJ'.畠霊的議介盤機事事事曜倖童書動聾f去っているという。 ζの覧車

動!こよ静、住麗的介謹への豊富，~費高め器ことがで君足そうです@

さて襲控室事鶴、京性豊豊で草野鱒!こ諮っ提輔、告静聖書館鑓センターi革oい襲撃嬬だっ詑tJ育、

へんH嶋田の事語、購読〉高君主iこ護憲い疋@その時丸井食費i諒f伊野鶴16箱鞠よ母人轄曹

撲が先議的oj と重量っておもれたが、麗!こま韓在「すこやかセ~-9-伊野J r諒重量鞠・
人特共£立繰iこ盟事場路島号事センターとして溝襲告している@丸井京提唱5静野盟百講義合

盤藤哲ンターの雪書籍頼議士として、来、11'1襲君事態護審査轟として鶏離して器ちれますe

知盤と脅覇n1.Jと人罪事として指揮詑たが芝生饗蟻結構えた麓人聾持て1まことi草案品の大

審韓期麓で遺書る@

H日.11.13艶 意義拭静江

襲ひとつ無い耕輔れのー詔e 輔君さんの重量襲撃で鵠号車襲警一鰭高知のを静野書官へとむ

かいまし定命

吋富u以来、5えレt草野1;:翻盟iこかかっ詑丸井君主ん諒一醸と鱒いて*饗帯主主重量のよう

にお舞費iすし、新華華麗つ詑哲ンf費一指をそくま麓く覇軍関レて下号室いまし誌。来だoい

重量鞠で蕗Tとして母語轄の譲宅事建かでi草騒かっ主主頃、了護議事館iこ翠iつ鶴吉才t伊霊害時

!こ控2まい警官室めをうれ疋のi語、をままさに「支の書記轄Jというべ君襲撃のでしょうか@その

畿のご諸富霊的轍子融1)1¥怒り襲警や作襲撃離農璽の襲撃観鑑定予告持強轄す畠ことが出来、

官襲撃予轄のセンター警告親i賭で慧番人選襲はし護うわせ控議と蟻ら霊堂レ詑e 霊童鰭襲撃毒事志望撰

霊童略奪襲下!こ事襲撃鐸してく尋乙と、ごJ，:王立ニケ 3::ヘ品。しの髄下、生君事憲議

もひぜいてくるで議ちろうことe そζ!こ悪事持母スタ':J7tJ雪、併しで事襲撃われば、韓



害者はもとより、 aケアする人選ち学ぶことが出来る。それは、これからの高齢佑社

会を生きる私遣に希望を持たせてくれるごとです。

お話のはレばしに示唆に富むものが多く「人生一我以外出皆我師Jの患いを更に

レつつ、 x揖光発電パネルで電イじされた素敵なお宅を拝見に上がりました.クリー

ンな熱源とじて、これ以上のものは無いと思う太陽熱ですが、ペイレないとかの理

由で、研究ち開発ち進まなかったものが、この所めエコロジーブームで漸く一般化

されつつあるとはいえ、未だ高嶺の稽の様です。それを、丸持さんのお宅では、パ

ッと取り入れられ、その思警の健全さと実行力の明瞭さに感臨します。充電と使用

電力の差は聾金となり、金の成る木の様に大きくなるのでしょうか。

体力の限界が来る前にホームむ入り、ポランティ?をレながら終るというのも選

択肢のひとつとふと洩らされたような…。それ迄は最高に備えられた露で思いきり

全開ゆ豊かにリッチにお過ごレになることでしょう。

寒風山越えの帰路の紅襲と皆さんとのドライブは、長〈邸C獲るちのとなりまし

た 。 (は.工-)

丸井さん、お久し振りです。

「くらしの学習会Jで、介護保険の学習をしていて、ケアマネージャーの役割の大切さ

を感じていた矢先、以前「くらしの学習会jの代表をしていた丸井さんが、高知の伊野町

でケアマネーヲャーになられたことを知り f高知へ丸井さんの話を聞きに行こう。 Jと急

謹決まり、メンバー 5人で出かけました。

現在、丸井さんは、保健・医療・福祉の集合体として平成 10年 1月に完成した「すこ

やかセンター伊野Jで言語療法士として活躍されていて、見学しながら話を聞くことにな

り、センターで待ち合わせました。久し振りにあった丸井さんは、ちっとも変わっていな

くてとても元気そうで、現在の生活の充実振りが見て取れた気がしました。

「す己やかセンター伊野j は、一階に、韓合保健福祉センター・二階に、町立特別養護

老人ホーム喰楽荘Jを配置した複合施設で、赤ちゃんから妊婦・高齢者のライフスタイ

ル惇応じた健康棺談や健康検査・障害のある方や、高齢者などの住宅介護や施設介護の相

談やサ←ピス提供を実施する撞設になっていて、介護保険法実旗に向けて、素晴らしい施

設をタイミング良く作ったものだと羨ましく患いました。

見学を整え、仁淀川拍いにある食事処で昼食を食べながら話に花を咲かせ、丸井さん宅

へ。山藍の雰囲気のある住宅地に、ご夫妻とコロちゃんと、ゆったりとした生活を送って

いるようでした。η ソーラ一発電をじていて、夏場は売電の方が多いそうで、エコロヅーに

'も気壱使った生活ぷりがステキに感じました。

B 
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数年前に、伊野町の福祉の取り組みについての視察を行ったことがある。そ

の時印象に残ったことは、 “ハード商の充実よりまずソフト麗の充実を押とい

うスローガシのもとに、スタップが、一致問結してよちきめ縮かい福祉を詰指

して頑張っていたということである。確かに、設構面では決して充実している

とは言えない環境の中で、関俸を持つそれぞれの部局が連携しながら対臨して

いた。今回、再び訪れてみて、その状祝が、ハード麗の充実も侍ってパワーア

ップしているということだった。

ハード闘の充実、それは、 「すこやかセンター伊野j と言う器の中i乙それ

まで、伊野町がはかつてきたソフト麗の充実が花開いたという感じなのである。

2階に特別養護老人ホームを合わせ持つ総合福桂センター「すこやかセンター

伊野」は、伊野町の保健@医療・揺祉の中核施設として、 2年前に完成し、種々

のサーピスを効率よく提供しているのである。センター総合事務所には、在宅

介護支援セユ43ター@ディサーゼスセンター・訪問看護ステーション・ホームヘ

ルパーステーションが一括しておかれてあり、在宅ケアサーピス老中心に据え

たサービスの提供をするために、各部昂相互の連絡を密に取りうる理想的な構

造になっているのである(チームケア活動の実現〉。

来年 4月から始まる介護保険鰯度の実踏に向けても、これまで培われてきた

ノウハウがうまくいかされ、伊野町独自の敢f)鑑みがそこには存在していた。

人口 2万6000入額誌、わが町重信町とそれほど規摸の違いはない。しかし、

10年来の福祉への真面自な取り組みの結果3官、ぞとにはいたるところで活かさ

れていた。

常に主役は住民ととらえ、現場スタップの意見を優先し、しかも行政責在者

と現場との交流を自常的になすことにより、各事業が丹精に行われている。人

が人らしく生きていくために、行政誌f旨iが出来るか、と言う調点から、伊野町

は前にも述べたように在毛ケアを活動の中心に据え、適所サーピスを基本と考

え、ぞれを補う形で訪開審護やホームヘルパーが調整しているシステムが確

じている。また、密部の協力捧密!の存在、作業嬢法士、理学寮法:どさらには、

一品一



我らが丸井さんの言語嬢法土(これが加わっているところは全留でも珍しい)

といったリハビリスタッフの参加により、保鍵 e 福祉.Bま療が統合したより進

んだ在宅ケアが可能になっているのである。

この町の現状では、我々が介護保険導入で不安に感じている点、例えば、介

護認定の公平の問題、屋師の意見書の問題、ケアマネージャーよるケアプラニ

ングの問題、介護の質の開題、各種構報入手の問題はすべてクリアーしている

のである。すなわち、すでにチームケアが確立しているから、介護認定作業な

ども、これまでの活動の延長銀上にあることでも鹿陣・保健婦・ケアマネージ

ャーなどのお互いの信頼関係が出来ている為円帯に行えるし、公平性も保てる。

また介護の質は十分吟味された保証付きだし、構報入手等の相議窓口も一本イち

しているので、住民は不安に感じることは何もないわけである。

もう一つの伊野町の敢り組みとして、住民活力の導入の一つ地域ボランティ

アの活用があげられる。地域ボランチィアの企画運営による地域ミニヂィサー

ピス等がそれに当たるだろう o 適所ワハピリ教室に於いてもボランチィアの参

加が活発なようであり、素晴らしいことである。しかし、ここまで機能し得る

のは、行政側が、主体的にボランティアを育成し、活動の場を聾供しているか

らだと思う。どこの町でもボラシティアの意志のある住民は多く存在すると思

うが、それを束ね、活動の場を創出するコーディネーター役の行政の存在が不

可欠で、伊野町はそれも行っていた。介護用具耕作ボランチィアi立、イレクタ

ーズという金属パイプを組み合わせて介護用品を作っていた。これも、町が養

成講座を開いて育成した受講生が活動の場を提供されて話動している例だ。

介護の問題は、余力のあるときは、地域社会に貢献し、それが出来なくなっ

たときにいかに地域社会に助けてもらえるかということではないかと思う。そ

れが保障されていれば、安心して百々の生活に全力投球できるというものだ。

介護保験料だって、その時のための保険と割り切って、文句も言わず払うとと

もできるだろう。不満があるのは、その保障がされていないからだと思う o 政

府のしようとしている、保険料の減免や支払延期は、 f可の喜びも感じないし、

寧ろ本当にこの介護保険で大丈夫だろうかとの不安をかき立てる。

介護保険の導入で、これまで福祉に真剣に取り組んできた地方自治体とそう

でない自治体がはっきり選別され、それが露にされるという効果があるのは確

かである。介護保険を払う住民は、大いに口を挟み、行政と一体となって安心

して暮らせるわが町、いざとなったら賓の高い介護サーピスが器供される我が

町を作っていかなければならない。それが権利であち義務でおるのだσ

伊野町の実状を自の当たりにして、わが町の取り組みを大いに考えさせられ

た一日だった。 (T.H)
村
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海し ベ称z

国指定天隷葺油輸誕生地としての皐

お吉泉(地元の入試‘おきついずみ'と呼五月貫らし

ているとかo )・は見奈良大揚の東側、吉沢樹涯の田園

風景の中にぽっかりと識のように在ります。

ごこは麗指定天製蜜捻物で、日本だけに分帯する楼!I 
水車の珍しいモズク「オキチモズクJの発生地なのでjf。 峨 しかし敢なことにぶ
もうその姿はありません 1974(8.49)年に絶滅i
を確寵されたとのこと。 i 

司ふ司

オキチモズク:租議題ウミゾウメン自チスジノリ斜.

チスジノリと近掃の漉水器僻まひも棋で多数の接を

だし、太さは0、4-0、8凪長さは10';"'40個

になり、粘費に寓み色は掲粧品冬から春にか紗て繁

茂し、夏には捷失する@語水からの樹Lや祷らかな-'1、
川に生育し、特に日陰をなす場所で発生する.

参考文離 t講欝社 f島本の天隷記念物IJ 愛握自然科

学教室「愛護の自然j (平感11年3月号}

't 
戒の与を主義議5'7号ょす 5護持，;J

10 



家めぐり

1 i用29臼(用〕にお吉泉，三ヶ村泉 j龍沢泉をめぐりまし足。今年の棋は緩かだった

のに，襲めぐりの自の数日前から急に冷え込んでしまいま冬らしし1寒さの中での襲めぐiっ
と悲りきましだ。

ますiま，お吉襲へ行きましだ。私に!d:， r患といえば閤屈に樹木があり，遠くから見る

と鎮守の森のようにみえるところjというイメージがありまレ疋が，お吉宗はそういう泉

ではありませんでし疋。ます，まわりに樹木はありませんでした。そして，廟簡をぐるり

とフ工ンスで臨われており，東の縁はコンクリート護岸だつだので、す。ですから，私の第

一印象は「これが寮，・・」というものでしだ。当8，私は泉iこ緯りるつもりで長靴を羅

いて参加レだのですがa この喪iこは気軽に降りられるようなところはありませんでした。

人とは切り離されだ空間なのです。

さて，お吉宗といえば2 盟指定の天然記怠物である「オキチモズクJが生害していた襲

とレて知られています。残意ながら現在では絶滅してしまいましたが，昨年から再生への

取り組みが始められているそうです(水をきれいにする会会報 第57号より)。再生とは

いってもお吉泉産のモズクは絶滅しているのですから，本来この地域{こ生蕎していだも

のではありません。再生してiましいという気持ちと本当の意味での再生ではないから寂

レいという気持ちとがあって寝雑です。

次に三ヶ柑襲ヘ持きました。なんと，かわいらしい野菊が迎えてくれました。この宗iま

水際まで蜂りることができます。皆で際りてゆき， r-ていれぎ」と「クレソンJの遣いを

苦で覚えましだ。ま疋， 7Jくのj轟かさち体験しまし疋。 「j勇7J<1d:温かし¥Jということを知識

として知っていても実際!こ触れてみるとやはり感動します。寒さでかじかんだ手がほん

わりと曜まワました。夏にい疋錦鯉ち，この日!こは見あだりませんでしだ。一安ゆです。

数年前から三ケ村家を訪れている会員の方々によるとs 以前iまもう少し樹が多くて，暗

かったそうです占麗閤でち，撃に降りだら薄鑓かったので3 写真を撮るのにフラッシュが

邸聾だったとあ、っしゃっていましだ。ぞの鎮の三ヶ村泉に遊びにきたかったなあとも患い

ましrcが1 現在でも私iこはj麓定できるほどの樹がありますから，毘季の移り饗わりを楽し

むことができる大切な揚所です。

最後iこ瀧沢泉ヘ行きまじた。以前，くらしの学習会のメンパーでゴミ捨いをした泉だそ

うです。 現在ではききれいに整備されて公富のようになっています。ゴミを鎗てにくい環

境にし1とのでしょう。けれども，三ケ村患に比べると樹や草の擾穎がJ少なく 1 患の鳴き声

もあまり関こえませんからz 私iこはちょっと物足りまぜんでした。やはり，人間以外の生

き物がrcくさんいる環境の7きがワクワクレますよね。

今回の崇めぐりでは3 整髄されたお吾泉公爵のような瀧沢泉そして自然豊かな三ケ

村患の3つを訪れまレ足。それぞれに事需があって現在の状態になっているのでしょうけ

れど，オギチモズクが絶滅してしまつだことを患うと 5 人間の都合と自黙の都合との折り

合いのつ17lJについて考えてゆく慰霊があるなぁと感心まレ疋。

警になっだらe また崇めぐりをしませんか? きっといろんな拾が迎えてくれることで

しょ .-'0 (T. S) 



オキチモズク韓轄の輯韓

オキチモズクの指定地は金欝簡にはこむお吉皐(1

944 (8.1め嬬旨寵)の韓、鶴本韓関蕗鶴橋lj屯聾曹の

悲捧Jl!(l959臨時年指節、長蝿蟻嵩高欄鶴

見開の土黒JlI(l 9 6 1 (8.36)年指寵)の三念特との

さて地下水誘導のZ車をしたも喝の、上議iこ蝶若場

iができたことや罵濯の住寄や轟購壌からの事掛し器細

@ からの農薬の続入などいろいろな聾盟会場婚したのか

i織の靴や楠の齢制を融構それがそか

i?関失につながったようです。

ことですが、お審泉はもとより土頴mでも 1985;年 ' "

(5.制的措失しており、意撞111でも生務教会場紗し
モズク再生への費量り組み

盟問最初め指定地ながら韓議均等観され、あやうく

指定を取り構ざれそうむなったこともあったとかで、

州内開では去年からモズク湾生を題指し聖堂々の試みを

つつあるとのこと、 問い蒋来この帥特産購縛擁

するととも考えられるjと講議社発特 f日本の天然記

;生物jの中で執聾者の右盟織台毘{土議111での複売を

成功させた元長韓大学水盤学部教捜)が述:1"ておられ

ます。

指定撞やその趣の生背地での龍揺に重った顕閣はさ

まざまなようですが、輔自さんからうかがったお吉患

での絶滅の経緯はおよそ慌のようなものです@

きっかけとなった的は1969(8.44)年の大子ばつ

だそうで、この時に嘉治幸子上がったため豊年になって

土手考コンクリート諜俸にし、パイプを還して地下水

を誘導する工事をしたそうです。

なるほどあらためて皐を見下ろすと、コンクリート

謹岸の毘麗をぐる号と水麗すれすれの舘置にパイプの

口治噂積麟に荷本か見え、そこから絶え簡なく水があ

[ふれ出ています。水質棋いとのことで水時や舗に

拭テイレギ、セキショウモ、ミクワ、水諜の諜』沖心

部にはフサそなどか溜り、魚の群れ(タカハヤやカワ

ムツ?)も見えます。樋口さんによるとJIlエどやドジ

ョウなどもいるとのこと@

I :始めていまれ

まずとれまでは泉の水草i鱒を有する毘議員の改昆J&

9 治宝行ってきた管理を教脊委員会治報当し{櫨口さんた

i ち職員の方椛閥的に水路の方まで捕署長をしているそ

L うです}、今まで裏に重量れ識されていた畳謹i排水を止

iめる…酌る一方、捕に関織的

下で、審理教授からもらい受けたモズクの臨子Q)つい

!た岩石を置き， t鱒していただきながら生育概鵠

ています@オキチモJズてクの生鰭tむご関して按学舗的にも l

!{均一な蹄均一樽鰍く 糊
いとのζとです いな水費を野む;川bい'?犠麓

⑤をくつがえすような「ドブ111に襲黙購難したJという

11報告も開いたと恥韓日さんたちも諦韻融機で

， !試験錨舗に駆り鰹んでいるようです。そんな搬の中

i で特の1 月-2月壌にかけて、やっと .l()~cm儲
時 u党側離できたそうで、 bこの融から齢的

内輪頬をかなりの耕輔づて勝手ているとのこ

一 ];1(0)重量禽輔君事前曹より

くをきしの学審議1J以鶴舞轄した=11輔離の輪車襲轄のi寵麓重量i謀、皆様C欝知的謹む

すべて鱒擁襲撃の欝顕iこ議事て、今年鞠め、草野内の小中響詩接金轟iこ無料で配捕しまレ疋@

うわさでi謀、とて鵠献つ定調いてい鮭のですが、購どのよう臨輔が銑
? 

のか、わtJ¥f!Jませんでレ控eところが、この自葉、璽欝申事犠の縄問先生おもち「文化

襲警でE主主輯患のどヂオ在韓ぜ詑いt;t...Jとお費量購軽い詑売さ君、車道整j試髄パネjし羅饗

詑轄鰻鱒し定:NHK欝輯饗鰻醸したテープを器事費しし詑缶、大盤悪事iまれまし詑⑤

そ的鶴、結童襲警襲拍車芝襲撃定まど{曹か襲撃いてい去さだけないかとお麟いし把とζぞう、機く語

審饗iすい去さ控室室、 Z更のをまとめの翼襲撃毒査お望書せい詑だ言ききまし東芝。

12 -



平成11年 11月1513 

「三ケ村泉J(こ関連のある事柄

女擁護事麓 F墨ケ轄議』骨髄i事i;t撃牽いまとま重いたと曹())韓韓麓o醸臨

「まあ、きれいJ

f諾には開いたことがあるけど、まだ一度も行ったことがないj

f町内にこんなにきれいな所があるの・.J 

fどこiこ為るのj

といった反応で、三ヶ村泉の素晴らしさに驚いていました。(高簡の記'1意より〉

女雲監事襲。事襲撃鱒{事護軍O纏 綿重量鯖聾鰐7ンケ臨醐トよ場}

Ql 三ヶヰす泉を知つでいますか。

ア 知っている 36名 イ 知らない 4名

Q2 知ったのはいつですか。 (Q1でアを選んだ人だけ〉

ア 絵はがきを貰う前から

イ 手会はがきを貰って

ワ 3年選択の発表を聞いて

2名(親と一緒iこ行った)

27名

7名

Q3  三ヶ村泉に行ったことがありますか。

ア 行ったAことがある 9名 イ 行ったことがない 31名

母 4 行ったのはいつ頃ですか。(自 2でアを選んだ人だけ)

ア 絵はがきを糞う前から 3名

(小学生の時、親と一緒に行った、三ヶ村泉という名前を知らなかったが

f子ったことがある)

イ 絵はがきを貰ってから 6名

(全員選択理科の授業で行く機会のあった生徒)

ワ 3年選択の発表を関いて O名

一13



Q5 三ヶ村泉Jの絵はがきを見たとき、もりったときの感想γを書いて下さいい

A:知ってることで自慢したくなったけど、みんなが知って、興味本位で竹

って自然を荒らして欲しくないと思った

B 重信町にこんな所があったなんて E思いすごくびっくりした。

c 重信にもあんなにきれいな泉があったなんて、うれしくなりまし

んな自然をたくさん残したいと思いました ο

D すごくきれいで、絵はがきを使いたくなコいなj 左思った lコ

ここに行ってみたいなとも思った。

E 心が滑らかになった。

F: うれしかった。

G: とても美しい左思った。場所が知りたい。

一.きれいな透き通った緑色がきれい。こんなきれいな所に行ってみ

絵はがきをもらっておもった。心が落ち着く感じがした。

車ケ紺摸豊中学犠で擁つ色事環

① 選択理科の授業で、三ヶ村泉の水質を調べた

あ

し、、)--

→柳原泉、重信)I [の水などと比較しでもきれいであると言えとし C0 D (化

学的酸素消費量)、リン酸イオン、亜硝酸イオンについて調べたが、調査した中

では最もきれいと言える。少量ではあるがリン酸イオンが検出されたことから、

人間生活正三ケー村泉の水質は無関係ではない台考える生徒もいたD

② ?亘泉郡理科部会で、夏季実技研修会の際に三ヶ村泉に棲む生物について調べ

た。講師に松山淡水ベントス研究所長の桑田一男先生を招いた。

③ 選択授業の発表会(温泉郡教育研究大会のため、郡内の中学校からも多数の

先生が来校。保護者や地域の方の参加もあったっ)で、重信町の風景や NHK

のビデオテープを全校生徒見せる。選択理科と社会の発表の中で、絵はがきの

写真を利用させていただきました lコ

道徳の授業で「ょうこ

内道徳教育

観者にお見 し1二

王国へJ (自然愛)

実授業の中で、 NHT¥ビ

その授業を通じて、 三夫f 村泉の

うことうュこ一主主;

-j  ~ ;C/ 



議題鰻奇襲雪量

ヲリスマスソングtJ譲れ番中、重量報をお麓iすし言ます@

事霊童話、静野草苦ぬ艶覇軍部言書く恐竜3室長レ把。丸井Eさんおもち、詑くさん(J)重襲撃導悲し

だい定的で、掛しで事癌かせたらという麗いおも告です@饗i語、購響{革期s持事んに締

めて欝重量いしまし程。襲警霊藤議長士という器仕事事購い詑ことi議aつ悲のですが、輿

体喜望議内轄をまでi議知明言ませんでレ詑@高齢iこ悲れi語、講話臨響種事襲撃の穫量聖護iこより失

意毒症などの麓著書購欝iこなる理能性が通寄るということ。そう韓つ疋護憲禽師事審縛飽騒罫

童書館、輔差益還もので揺尋こと@しかし、撞明器措噂ts1c去をきれれi語、警護縛鵠広告韓憲章霊

鵠iこ事議轄で選る曙襲撃牲があ事 I!お轄と、着華料査vっく患と舗をませてい詑長ざいて、

老人襲警護霊むついての語審輔がさまtE.~襲をまりまし主主@

時まま・醤事襲@へんパー@重量購議士。覇軍塁審贈をまでお骨髄ーフ口アーで謹擁護霊n暗騒が

ち性覇軍iこさ話庇っている磯子i議、理観的で鱒室長しく事通寄りまし定。時開的寄贈躍でずま

iわれているミミニヂイサーピスという耳東抄館みも襲撃になりま曹@替えてみれば、小

|芝生い草否定静らこそ、言まとまっていけだので拡悲いか…という策事レ言葉す@現識の費量

l露fJtJこへ題懇やすいと購うめですe

静野草野愚前ンの十襲長年髄署長で培、保櫨鱒昌人・へJlIH-2人しおもいZまかったそう

です。私選撃ち、重量構軍1J1cまらで躍の甑ゆ鑑みをこれから響えていを撃たいものです。

小惑いfJ'6ζそで替ることもあるの詑から@

童手的翼震の護うわた悲しい時期ですが、皆Eききまお体iこ艶をつけを主れて、

農いおま事老若島、避;t下をきい。
( l:..K) 

a路署齢甥櫨盛揖聡編組

<<1 ，事鰻重量的礎知主主営》
自轄:鶴見 14盟〈重量〉 時時から

宣車 高野 : 鶴鴎議鱒・観襲撃鷺霊童

テーマ:鱒盤

戦部蟻覇軍事韓題の介護護軍支り錨みlこついて~ヂコ霊視聴

くらむの学習舎では，髄時金員告毒事集しております。

活動会員乱 000丹/年 購読会員1.時告母丹/年

革連詩童番号〈撃事告を騎〉 く告しの学習会 01事時-5-21母26

題t¥会ち昔覧 TEL‘FAX 0 8喜一号車品一号 95告〈林)


